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性能向上策をまとめたもので、緒論、本論 4 章、総括並びに結論より構成されている o
緒論では、 OD 法やスクリュー形曝気機に関する研究動向など、研究の背景を述べている o
第 1 章は、スクリュー形曝気機を用いた OD の主として流動特性から、①底部への汚泥堆積、②水面でのスカム滞
留、③硝化脱窒のための自動制御技術が、重要な課題であることを述べている。





第 3 章では、 OD 槽における発泡スカムの蓄積問題に関連して、スカムの原因微生物である放線菌の増殖特性を検




第 4 章では、硝化・脱窒の制御に関し、曝気機の好気・嫌気運転として、曝気停止のための DO (溶存酸素)計と、
嫌気時間保持用のタイマーを組合せた自動制御方法を提案し、安定した性能が得られることを検証しているo 曝気制

























(3) OD 槽の好気・嫌気運転による硝化・脱窒の制御に関し、曝気機の運転停止を行うための DO (溶存酸素)計と、
嫌気時間保持用のタイマーを組合せた自動制御法を提案し、適正な制御 DO 値と嫌気保持時間を設定することで、
安定した窒素除去性能が得られることを検証している。さらに、硝化細菌を高濃度に保持するための汚泥管理法と
して、 ASRT (好気時の固形物滞留時間)一定運転を提案し、低水温期においても良好な窒素除去性能を確保でき
ることを実証している。
以上のように、本論文は地方の市町村の下水道整備に伴って普及しつつあるスクリュー形曝気機を用いた OD 法に
ついて、主なトラブルである汚泥堆積と発泡スカム現象の解明とその対策技術の開発、並びに硝化・脱窒による窒素
除去性能の向上に関する研究成果をとりまとめたものであり、地方市町村に適した水質保全技術の開発を通じて環境
工学の発展に大いに寄与するものである。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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